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第 5 章では，第 4 章までの結果の応用例を示している口すなわち，機械的に消費されるベクトノレ・
パワーが確定したから，これに従う新しい電気機械変換能率を定義している。従来の考え方では電気
機械変換能率が 1 を越えるという不合理な事も起り得ることになるが，新定義ではかかる不合理は生
じないことを確認し従来の変換能率と新しい変換能率との関係を述べ，新しい変換能率の測定方法を
述べている。
前章までの考察は理想変換器についてであるが渦電流等のある一般的な変換器についても検討を行
ない，渦電流による磁界または電界と機械振動系との結合を考慮することにより，かかる変換器の等
価回路は複数個の理想変換器の直列接続で表わされることを示している。
以上は電気晋響変換器の機械系を集中定数系として取扱ってきたが，超音波発生用の変換器では，
機械系は分布定数系として解析しなければならないQ 前辛までの考え方を分布定数機械系の変換器の
等価回路に拡張して考察している。
第 6 章は結論で，研究成果を要約したものである。
本i治Jとにおける研究業績はつぎのように要約される。
(1) 屯気音響交換器(一部の例外を除く)では，エネノレギー交換の過程に仲介の段階のあることを明
らかにし，変換器の各部分で消費されるパワーを明確にした。
(2) 屯気回路ぷ子のみにて，電気音響変換器の入ノJ インピーダンス特性(任意の偏角を有する)と同
似のインピーダンス特性を有する電気回路を実現しうる乙とを実証した。
(3) 一つの変換問に対して形式的には数種類の等価回路が成立するが，変換器の各部で消費されるパ
ワーを正確に代表する等価回路は， 乙れらの中の一つであることを明らかにし，各形式の変換器に
対しそれぞれ合理的な等価回路を明確にしたD
(4) 変換器の電気・音響端子間でjili続なるベクトノレ・パワーを規定し，変換器の端子間で述続なるべ
クトノレ・パワーの形は変換器の形式によって異なることを別らかにした口
(5) 従来の能率計算方法の不合理性を修正した能率計算方法を確立した。
以上のように本論文は電気音響変換器の理論および設計の両国に対して瓦献するところ大であり，
博士諭文として価値あるものと認める。
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